
五
月
九
日(

金)

、
全
校
生
徒
を
対
象
に
思
春
期
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。
講
師
に
山
田
照
子
氏
を
お
招
き
し
、
「
性
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
や
「
自
分
の
大
切
に
思
う
気
持
ち
を

育
む
」
等
を
目
的
と
し
開
催
し
ま
し
た
。
内
容
は
性
的
同
意
の
ポ
イ
ン

ト
や
性
被
害
か
ら
身
を
守
る
こ
と
等
を
実
例
を
交
え
な
が
ら
、
生
徒
に

語
り
掛
け
て
い
ま
し
た
。
講
話
終
了
後
に
保
健
委
員
長
の
比
嘉
南
緒
さ

ん(

三
の
四)

が
「
自
分
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
仲
の
良
い
人

と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
も
被
害
が
増
え
て
い
る
の
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
安
全
に
使
う

よ
う
に
気
を
付
け
た
い
。
」
と
感
想
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。 

事
後
に
行
っ
た
生
徒
の
振
り
返
り
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
性
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を
た
く
さ
ん
見
る
が
無
関
係
だ
と
思
い
、
深
く

考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
け
ど
今
回
の
講
話
を
聴
い
て
、
他
人
事

だ
と
は
思
わ
ず
、
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
」(

二
年
女
子)

「
自
分
の
体
の
自
己
決
定
権
は
じ
ぶ
ん
に
あ
る
、
と

い
う
こ
と
を
覚
え
て
お
き
、
も
し
性
的
接
触
を
迫
ら
れ
た
ら
ち
ゃ
ん
と

意
思
表
示
を
し
た
い
」 

(

三
年
女
子)

「
講
話
を 

聴
い
て
学
ん
だ
こ
と
は 

性
被
害
か
ら
身
を
守
る 

の
は
自
分
自
身
で
、
何 

か
あ
っ
た
ら
一
人
で
悩 

ま
な
い
で
人
に
相
談
す 

る
で
す
」(

三
年
女
子)
 

 

部
活
動
巡
り
④ 

～
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
巻
～ 

 

五
月
九
日(

金)
 

に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
を
訪

れ
、
部
員V

S

先
生
方
の
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

校
長
・
将
也
先
生
ペ
ア
や
咲
羅
先
生
・
未
来

先
生
ペ
ア
な
ど
の 

チ
ー
ム
で
子
ど
も 

た
ち
と
の
対
戦
を 

楽
し
み
ま
し
た
。 

 

最
後
に
キ
ャ
プ 

テ
ン
の
篠
原
江
奈 

さ
ん
か
ら
夏
季
大 

会
に
向
け
て
、
全 

力
を
尽
く
し
た
い
。 

と
の
決
意
表
明
が 

あ
り
ま
し
た
。 

部
活
動
巡
り
⑤ 

～
男
女
バ
ス
ケ
部
の
巻
～ 

五
月
十
二
日(

月)

に
バ
ス 

ケ
部
の
部
活
動
巡
り
を
行 

い
ま
し
た
。
玲
奈
先
生
の 

華
麗
な
シ
ュ
ー
ト
や
宣
行 

先
生
、
二
條
先
生
の
躍
動 

感
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
に
生 

徒
も
大
喜
び
で
し
た
。
最 

後
に
女
子
の
り
い
せ
さ
ん 

は
宮
古
大
会
へ
の
出
場
、 

男
子
の
晨
鷹
さ
ん
は
全
力 

プ
レ
ー
を
し
た
い
、
と
の 

熱
い
決
意
表
明
が
あ
り
ま 

し
た
。
本
番
で
の
活
躍
が 

楽
し
み
で
す
。 
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西崎中学校 

校長 宮城 義隆 

自
分
自
身
を
大
切
に
！ 

～
思
春
期
教
室
～ 

 
 

「叱る」について 
  

数年前の話。その当時の勤務校で、採用間もな
い女教諭から相談を受けた。「私、叱ることがう
まくできないんです。どんなふうに叱ればいいで
すか？」この相談に、「そうだな、例えばあなた
が子どもの頃に叱られた中で、納得したり成長に
繋がったと感じた叱り方を参考にしてはどうだ
ろうか。」と返答。すると「実は私…叱られたこ
とがないんです。」「…」 

 「褒めて(認めて)育てる」という言葉の認知が
広がり、「叱る」場面が圧倒的に減ってきた。も
ちろん「褒めて(認めて)育てる」ことは間違いな
く、とても重要である。しかし「叱る」ことは必
要ないのか？私は「必要である」と考えている。 

 私は「叱る」こととは「何が間違っているかを
教え、どうすればいいかを考えさせる」ことであ
ると捉えている。その「叱り方」はとても大切で、
人格を否定したり、傷つけたりしてはいけない。
「人格」ではなく「行為」そのものを叱るのであ
る。「あなたは悪くないが、その行為は間違って
いる。」という気持ちで毅然と叱るのである。 

 そうすることで、子ども 

たちは逞しく健全に、より 

良く成長していくと信じて 

いる。 

 そんな私も今だに時折、 

妻に叱られ、成長を続けて 
いるのである…(苦笑) 

すべての生徒・職員が安心・充実・挑戦している学校をめざして 

校長の独り言⑦ 


